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たためめ池池防防災災工工事事ののたためめのの堤堤体体対対策策工工法法選選定定ママニニュュアアルル

 ため池の周辺環境や立地条件を考慮し、工事施工の制約条件を踏まえた工法を合理的かつ
効率的に選定するためのマニュアルです。

 ため池防災工事における対策工法の選定については、耐震性を確保した上で、ため池の周
辺環境や立地条件による工事施工上の制約条件を考慮して、施工性や経済性を加味した総
合的な評価によって、ため池ごとに検討されており、効率的な選定方法が求められていました。

 本マニュアルは、工事施工の制約条件一覧、対策工法概要、対策工法選定フローおよび巻
末資料として施工コスト表等を記載しています。

 適用範囲は、堤高15m未満の防災重点農業用ため池です。

 対策工法選定フローでは、全国の自治体のため池担当者に工事施工の制約条件や採用した
対策工法について実施したアンケート結果を反映させ、改修の目的と工事施工の制約条件か
ら、適した工法を選定することができます。

 ため池防災工事における対策工法の選定に活用。

研究のポイント
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期待される活⽤例

第1位を条件分岐と設定した。

条件第2位、3位をまとめ条件分岐と設定した。
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